
10月13日、感染予防のためタクシーを利用して、病院から車で30分のとこ
ろにある府中市郷土の森博物館に行きました。ふだん友達と一緒にタクシー
に乗ることがない児童・生徒は、みんなドキドキわくわくしながら笑顔で出
かけました。
今回は昼までの活動のため、見学時間は

１時間程度でしたが、雨も上がり、屋外建
物や恐竜のオブジェなどの見学をすること
ができました。
茅葺屋根の民家では、中学部の生徒が指

導員の説明を受けながら、実際に竈（かま
ど）に薪をくべる体験をすることができま
した。珍しい体験に、どの生徒も積極的で
した。
屋内では小学部の児童が昔の道具を見学

しました。自分たちが使っている見慣れた
道具と形状が違う昔の道具に驚いたり、そ
の道具を教員が子どもの頃に使ったことが
あるという経験に驚いたりしながら、楽し
く見学できました。


